
目撃情報ヒアリングに基づく昭和東南海・南海地震による 

和歌山沿岸の津波痕跡調査 
海洋研究開発機構* 中野 祥房・今井 健太郎・堀 高峰 

和歌山県† 稲住 孝富 

Tsunami trace height survey based on eyewitness information during the Showa-Tonankai 
earthquake and Showa-Nankai earthquake along the coast of Wakayama Prefecture 

Yoshifusa Nakano， Kentaro Imai， Takane Hori 

Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology (JAMSTEC) 
3173-25 Showa-machi, Kanazawa, Yokohama, 236-0001, Japan 

Takatomi Inazumi 

Wakayama Prefecture, 1-1 Komatsubara-dori, Wakayama, Wakayama，  
640-8585, Japan 

Information on the traces of tsunamis along the coast of Wakayama Prefecture during the 1944 Showa Tonankai 
Earthquake and the 1946 Showa Nankai Earthquake was collected through interviews with eyewitnesses and those 
who experienced them, this information was compiled by Wakayama Prefecture. These reports included not only 
realistic information about impacts of the strong motion and the attack of the tsunami, but also information about 
traces of the tsunami. In this survey, the tsunami trace heights of the earthquakes were investigated based on the 
tsunami trace information included in witness reports. Through this effort, we were able to add more tsunami trace 
points from these earthquakes. In addition, the result showed that the tsunami trace heights evaluated based on 
eyewitness testimonies were harmonious with the heights previously reported. 
 
Keywords: The 1944 Showa-Tonankai earthquake, The 1946 Showa-Nankai earthquake, tsunami trace, eye witness, 
Wakayama Pref.  
 
§1. はじめに 

和歌山県は，過去繰り返し巨大地震によって甚大

な津波被害を受けてきた地域の一つである．近年で

は昭和十九年（1944）の昭和東南海地震，昭和二十

一年（1946）の昭和南海地震によって甚大な被害が

発生した．この地震からおよそ75 年が経過した現在，

当時の地震体験者が高齢となる中，繰り返し発生す

る地震・津波被害を軽減するために，先人の経験や

教訓を伝承していくことが重要である． 
このような状況を鑑みて，和歌山県は平成二十二

年度（2010 年度）に災害文化伝承事業の一環として，

昭和東南海地震および昭和南海地震の被災体験者

 
* 〒236-0001 神奈川県横浜市金沢区昭和町 3173-25 
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からこれらの地震および津波の被害状況に関する体

験談の聞き取りを実施した（和歌山県，オンライン）．

この事業でとりまとめられた体験談では，地震や津波

の来襲状況やその後の対応が臨場感を持って伝えら

れているだけでなく，津波の来襲状況やその到達地

点を特定できる情報が多く含まれている． 
これら二つの昭和の南海トラフ沿いの巨大地震に

よる津波の様相や痕跡高は，これまでに多くの研究

報告がある［例えば，表(1946）］．和歌山県によって

収集された目撃証言に基づいて評価した津波痕跡

高と既往の研究報告による津波高の具体的な比較

検証を行うことが可能である．この比較検証は，現代
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以降に発生した津波イベントにおいてはヒアリングに

よって得られた目撃証言に基づく津波高の信頼性の

検証材料になり得ると考えられる． 
本稿では津波痕跡データの拡充を目的として，体

験談から痕跡情報を精査した上で現地調査を実施し，

津波痕跡高の評価を行う．加えて調査結果と既往研

究で判明している津波痕跡情報との比較整理を行い，

イベント直後に評価された情報と数十年後に評価さ

れた情報から，ヒアリング調査による津波高評価の有

効性について検証を行う． 

§2. 調査内容 
和歌山県は平成二十二年度（2010 年度）に災害

文化伝承事業の一環として 1944 年昭和東南海地震

（以下，東南海地震と称する）および 1946 年昭和南

海地震（以下，南海地震と称する）の地震津波被害

に関するヒアリング調査を行った．この調査では，14
市町 76 人の体験談がまとめられている（表 1）．これら

のヒアリング情報は和歌山県(オンライン)で公開され

ている．例えば，田辺市における体験談としては以下

のような記述がある． 
「明るくなって家を見たら，天井下 20 cm のところに，

津波浸水の線がくっきり残っていた」 
このような津波痕跡の記述は津波高の評価を行う上

で重要な手がかりとなる． 
本調査では，各体験談の内容を精査して津波に関

する記述を抽出した結果，津波痕跡を推定できる記

述が 33 点となった．さらにそれらの地点から，津波痕

跡データベース（東北大学・原子力規制庁，オンライ

ン）を利用して照合作業を行い，未評価と判断される

痕跡点について絞りこみを行った．その結果，津波痕

跡データベースでは未評価の 10 点について，現地

調査の対象とした．現地では，周辺住民への聞き込

みを行い，調査地点の特定を行うとともに，当該位置

において GNSS 測量を行った． 
図 1 に調査地点を示す．串本以東で昭和東南海

地震による津波痕跡 3 点，串本以西で昭和南海地震

による津波痕跡 7 点である． 
 

図 1 体験談に基づく津波痕跡調査地点 
Fig. 1. Tsunami trace survey point based on 

experience stories 

表 1 体験談一覧（その１） 
Table 1. experiences (Part1) 

 

to be continued 
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表 1 体験談一覧（その 2） 
Table 1. experiences (Part2)  

continued 
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§3． 本調査結果と既往研究との比較 
 

本調査で津波到達地点および痕跡高を評価でき

た地点を表 2 に示す．以下では，各地点におけるヒア

リング内容と津波痕跡位置について述べる． 
 
3.1 那智勝浦町天満 

図 2 は那智勝浦町天満の調査結果を示す図であ

る．東南海地震の体験談によると，津波襲来時の状

況について，「那智湾から入った津波が現在の国道

42 号線沿いの那智中学校付近まで乗り上げ，返す

波が海抜の低い勝浦方向に進路を取ったため，多大

の被害をもたらした」．また，「天満の桜道の踏み切り

近くにあった 4～5 軒の家や青果市場が流され，同時

に近くの線路も，もぎとられ，鉄道は不通になった」と

語っている．那智中学校については現存しており，中

学校横にある円心寺の住職に当時の状況について

改めてヒアリングを行ったところ，中学校と寺の間にあ

る道まで津波が来たことがわかった．特定した津波到

達位置の計測を行い，遡上高として 4.0 m を得た． 
なお，当該地点の調査結果は既往研究による津波

痕跡値と比べても齟齬のない高さとなっており，整合

性のとれる高さと判断することができる． 
 
3.2 那智勝浦町下里 

図 3 は那智勝浦町下里の調査結果を示す図であ

る．東南海地震の体験談によると「津波襲来時の状

況について，地震が収まった後，しばらくすると路地

から小父さんや小母さんが「津波が来るぞー，山へ逃

げろ」と叫びながらやって来たので，浜へ出てみたら

潮がグーンと引いていったので津波が来るとすぐに

判断できた.当時一クラス 40～50 人くらいで，全校生

徒約 300 人が裏山に避難し，山の上から津波の様子

を見ていて，夏になると大浜で高さが 2～3 m くらいの

土用波が起き，その高さの波は体験していたし，台風

の波も経験していたが，そんなものではなく，それより

も倍以上の大きな波がワーッと押し寄せて，その波は

高芝沖の立石を呑み込みながら，太田川から下里地

区に入り込み，行きは波がまくし立てて入り込んで行

く感じだった，3 時間ほど山にいると繰り返し，繰り返

し余震があり余震のたびに，津波が押し寄せてきたが，

第 1 波ほどの大きさは，そのあとはなく，下里の江川

を乗り越えて街中まで入ったそうで，波は大浜を超え，

国鉄下里駅近くまで入っては引く，を繰り返した」と語

っている．国鉄下里駅（現 JR 下里駅）については今

も現存しているため，この地点を計測することとし，遡

上高として 2.5 m を得た． 
本調査結果について，既往研究による津波痕跡高と

比べて整合的な高さであった． 
 
3.3 那智勝浦町浦神 

図 4 は那智勝浦町浦神の調査結果を示す図であ

る．東南海地震の体験談によると，当時の周囲の被

害状況について，「津波が引くときに浦神駅近くの二

軒の家と神社（海蔵寺の向かい）のそばの駄菓子屋

が流されており，流されたといっても家が全部流され

たわけではなく，母屋がそのまま移動して置かれたみ

たいだった」，また「現在の国道 42 号線 浦神南信号

から田原方面に直線で 300 m ほど若干上り坂になっ

て右にカーブしたところに JR の鉄橋があり，そこにゴ

ミが引っかかっていたので，波はそこまで上がったこ

とになる」と語っている．以上から，JRの鉄橋について

は場所が特定できたため計測を行うこととした．実際

 
図 2 那智勝浦町天満における昭和東南海地震

の津波痕跡高 
Fig. 2. Tsunami trace height of the Showa 

Tonankai earthquake in Tenma, Nachikatsuura Town 
 

 
図 3 那智勝浦町下里における昭和東南海地震

の津波痕跡高 

Fig. 3. Tsunami trace height of the Showa 
Tonankai earthquake in Shimosato, Nachikatsuura 
Town 
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に現地で測定した結果，遡上高として 3.9 m を得た． 
既往研究による津波痕跡データと比べると，ほとん

どが 4.0 ｍ前後と評価されており，調和的といえる. 
  
3.4 串本町 

図 5 は串本町の調査結果を示している．南海地震

体験者の体験談によると津波襲来時の状況について

語っており，「地震後津波に備えてすぐに串本小学

校裏の西の丘の山に避難した」という．避難時の周囲

の状況について，「自宅から桟橋までは若干下り坂に

なっているため，津波は自宅から桟橋方向に 200 m
ほど離れた坂本薬局までちょろちょろと上がってきた

程度だった」と語っている．体験談で出てくる坂本薬

局 は現存しており，実際に現地に赴いて薬局及び

周辺で当時の状況のヒアリングを行い，津波到達場

所を特定することができたので測定を行うこととした．

計測の結果，遡上高として 4.0 m を得た． 
周辺の既往研究による津波痕跡データと比べると，

ほとんどのデータが 4.0 m 前後で記録されており，当

該地域の調査結果も調和的といえる. 
 

3.5 串本町大島 
図 6 に串本町大島の調査結果を示す．南海地震

の体験談では津波襲来時の状況を語っており，「付

近の住人と一緒に県道の奥の高いところまで避難し

た際に，ゴーｯという物凄い音で，波が田代港に向か

って，捲くし立てて来る様子を感じることが出来た」と

いう．また，「津波を実際見たわけではないが，波は 5  
m 程の高さで，県道と海岸に挟まれた通称小学校へ

行く道（北は現在の(株)ニシチフカから南は田代停留

所あたりまで）に当たって，海抜より 5 m 低いところに

あった民家や倉庫が浸水や流されるなどの被害に遭

った」と聞いたそうである．また，大島港の場合は，

「津波は来るときはひたひたひたと上がってきており，

大島港から蓮生寺までは緩やかな上り坂になってい

るため，波を見ながら逃げることが出来たが，その代

わり，引いていくときはサーッと引き方は速かったとい

う．波は大きなものではなかったが，2～3 m の高さだ

ったと思われ，3～4 波ほど来たと思われるが，1 波よ

り 2 波のほうが酷かった」と語っている．この体験談の

内容のうち，田代停留所については特定できたため

測定を行うこととした．田代停留所付近で測定した結

果，遡上高として 5.0 m を得た． 
既往研究による津波痕跡高としては，調査地点西

側に浸水高として 3.8 m と記録がある．本調査地点の

痕跡は遡上点と考えられ，そのために 1 m 以上の差

が生じたと考えられる． 

 
図 4 那智勝浦町浦神における昭和東南海地

震の津波痕跡高 

Fig. 4. Tsunami trace height of the Showa 
Tonankai earthquake in Uragami, Nachikatsuura 
Town 

 

 
図 5 串本町における昭和南海地震の津波痕

跡高． 

Fig. 5. Tsunami trace height of the Showa 
Nankai earthquake in Kushimoto Town 

 

 
図 6 串本町大島における昭和南海地震の津

波痕跡高． 
Fig. 6. Tsunami trace height of the Showa 

Nankai earthquake in Oshima, Kushimoto Town 
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3.6 すさみ町 
図 7 はすさみ町の調査結果を示す図である．昭和

南海地震体験者がその地震を経て，その後，当時の

史料を集めた際に聞いた話によると，「浜のそばに家

がある漁師は，恐る恐る家に帰ってみると全く被害が

なく驚いたとあり，これは川のある方向に津波が入っ

たため」とあり，また「橋の被害は 2 本ある川の両方を，

数キロ遡上して橋梁破壊していき，国保すさみ病院よ

り，まだ上の河原にイカ釣り漁船が打ち上げられた」と

語っており，そこまで津波が来たということである．こ

のことから，実際にイカ釣り漁船がどこまで遡上してき

たのかはわからなかったが，少なくとも国保すさみ病

院までは来ていたことがわかったので，その地点の河

原にて測定を行うこととした．測定した結果，計測地

点の高さは 1.3 m であった． 
本調査ではおおよその津波到達点については評

価することはできたが，具体的な遡上高評価までに

は至っていない．周辺に既往データがないため，津

波到達の参考情報としてとどめておくことにした． 
 

3.7 田辺市新庄町 
図 8 に田辺市新庄町の調査結果を示す．昭和南

海地震体験者の体験談によると「当時の家は大きな

岩の上に建つ天理教教会であり，安政地震でもここ

まで津波が来なかったと聞いたので家の窓から海を

見ていた．夜が明けて，窓から被害がよく見えるように

なると流出した船や家や家財道具があちこちに見え

た．また，家に上がる坂の上に，溺死体があり，斜め

前の田んぼに流出してきた家があった」と語っている．

この体験談で出てくる天理教教会は現在もあり，溺死

体が流れ着いた教会に上がる坂についても特定でき

たため計測を行うこととした．測定した結果，遡上高と

して 3.2 m を得た． 
調査結果について周辺の既往研究による津波痕

跡データと比べると，もっとも近い地点 3.6 ｍというデ

ータが記録されており，またその他の周辺データとも

大きな齟齬もないため，本調査結果について調和的

といえる. 
 

3.8 田辺市芳養町 
図 9 は田辺市芳養町の調査結果を示す図である．

調査地点で昭和南海地震体験者の体験談を残して

くれている体験者は複数おり，その中の一人の体験

談では，「当時山へ避難していたが，明るくなって戻

ってみると住んでいた家の天井下 20 cm の位置に津

波浸水の線がくっきり付いており，二階は無事であっ

た」という．また同集落の別の体験者も周囲の被害状

況について，「鉄道線路の前の家，基礎石残して全

流出，近所の作業場・借家も基礎石残して流出，後

は，ほとんど天井下 20～30 cm 浸水し，天井までの家

もあった」と語っている．また，当時の集落の地図も残

 
図 7 すさみ町における昭和南海地震の津波痕

跡高 
Fig. 7. Tsunami trace height of the Showa Nankai 
earthquake in Susami Town 
 

 
図 8 田辺市新庄町における昭和南海地震の

津波痕跡高 
Fig. 8. Tsunami trace height of the Showa 

Nankai earthquake in Shinjocho, Tanabe City 
 

 
図 9 田辺市芳養町における昭和南海地震の

津波痕跡高 
Fig. 9. Tsunami trace height of the Showa 

Nankai earthquake in Hayacho, Tanabe City 
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っており，位置が特定できたため計測を行うこととした．

測定の結果，調査地点の高さが 2.9 m であることがわ

かった．昭和初期の家屋の 1 階の高さを 2.1 m とし，

天井下 30 cm まで浸水したと考えると家屋の 1.8 m の

高さまで到達したと考えられ，今回の調査結果である

地面の高さ 2.9 m を加えると津波浸水高として 4.7 m
と推定される． 

本調査で得られた浸水高は既往研究における周

辺の高さと調和的といえる． 
 

3.9 由良町 
図 10 は由良町網代地区の調査結果を示す図であ

る．昭和南海地震体験者の体験談によると「地震の

揺れが収まった後，地震＝津波という認識があったの

で自宅下の海を見に行き，20～25 分ほど様子を見て

いたが潮が引かなかったので大丈夫だと感じ自宅に

戻って布団に入った．しかし 15 分も経たないうちに

「津波や―」という叫び声が聞こえ，すぐに山に避難し

明るくなるまで待機した．明るくなって海の様子が見

えるようになると水位が上がったり下がったりするのが

見えた．その後，網代地区だけで 19 人が亡くなり，由

良川の近くの民家が 1，2 件流された」と語っていた．

このことから，実際に流された民家の位置まではわか

らなかったが，由良川に面している住宅がある地点で

計測行うことにし，測定した結果，その地点の高さが

2.2 m であった．昭和初期の建築物がおよそ 2.0 ｍあ

たりから流失被害が発生し始めると考えられているこ

とを考慮すると，体験談からはおよそ 4.2 m 程度の浸

水高であったと推定できる．これは周辺の既往研究

の高さと調和的である. 
 

3.10 和歌山市和歌浦 
図 11 は和歌山市和歌浦の調査結果を示す図であ

る．昭和南海地震体験者の体験談によると，「地震の

揺れが収まった後，自宅寝室で布団に入っていたが，

「津波やぞー」と叫んでいるのが聞こえたので，すぐ

に浜へ行くと第 1 波が引いたところだった．第 2 波が

来た時は小舟が浜へ乗り上げた．津波の回数を 7 回

まで数えた後，流された船を探すために沖に出て，

明るくなるまで海上で待機した．明るくなった際に確

認すると，冷水から塩津の海岸線は，流れて来たもの

で一杯で，漆器の材料や瓦が乗ったままの小屋まで

あった．また，後から聞いた話によると新和歌浦のバ

ス停の下 1，2 軒が浸水した」とあった．この体験談か

ら特定できる場所として，新和歌浦のバス停があり，

実際に周辺の住民から当時の状況についての聞き

取りを行った結果，津波が到達した地点を特定するこ

とができた．測量した結果，遡上高として 3.8 m を得

た． 
周辺の既往データに 2.6 m の地点があるが，高さ

を比較してみると 1.2 m ほど差があり，本調査地点の

 
図 10 由良町網代地区における昭和南海地震の津

波痕跡高 
Fig. 10. Tsunami trace height of the Showa Nankai 

earthquake in Yura City 
 

 
図 11 和歌山市和歌浦における昭和南海地震の津

波痕跡高 
Fig. 11. Tsunami trace height of the Showa Nankai 

earthquake in Wakaura, Wakayama City 
 

表 2 本調査で得られた和歌山県沿岸における津波痕

跡高 
Table 2. Tsunami trace height along the coast of 

Wakayama Prefecture obtained in this survey 

 

番号 測量地点名称 地震津波名 緯度(°) 経度(°) 津波高(ｍ)
体験談番
号(表１)

痕跡属性

1 那智勝浦町天満 昭和東南海地震 33.63893 135.93219 4.0 H5 遡上高

2 那智勝浦町下里 昭和東南海地震 33.58181 135.92213 2.5 H6 遡上高

3 那智勝浦町浦神 昭和東南海地震 33.55451 135.88783 3.9 H14 遡上高

4 串本町 昭和南海地震 33.46837 135.77989 4.0 H16 遡上高

5 串本町大島 昭和南海地震 33.47278 135.80459 5.0 H17 遡上高

6 すさみ町 昭和南海地震 33.55540 135.49701 1.3
（参考値）

H22 到達点

7 田辺市新庄町 昭和南海地震 33.72446 135.39820 3.2 H27 遡上高

8 田辺市芳養町 昭和南海地震 33.74938 135.35224 4.7 H28, H30 浸水高

9 由良町 昭和南海地震 33.96083 135.11401 4.2 H54 浸水高

10 和歌山市和歌浦 昭和南海地震 34.18877 135.16220 3.8 H76 遡上高
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方が高かった．これは既往研究の計測地点が漁港の

海に面した地点であるのに対し，本調査地点は，住

宅地の路地を少し入った周囲を家屋に囲まれた地点

であることが影響しているのではないかと考えられる. 

§4. おわりに 
体験談は，当時の被災状況をうかがい知ることが

できる貴重な災害記録である． 
本調査にて体験談を基に津波到達地点の調査を

行うことで，既往データが周辺に登録されていない新

規地点の津波痕跡情報を得ることができた．また，調

査地点周辺に既往研究での津波高評価点が存在す

る地点についても，その比較から調和的な津波痕跡

高を評価することができることを確認した．これは，地

震津波イベントから 60 年程度経過していても，町並

みに大きな変化が無い限り，体験談のヒアリングに基

づいた津波痕跡評価は有効であることを意味する． 
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対象地震：1944 年昭和東南海地震，1946 年昭和南

海地震 
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